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1. 要約 

この資料は、M16C/6C の USB 機能の以下の外部回路例を示します。 
・ セルフパワーモード(3.3V)時の回路 
・ セルフパワーモード(5.0V)時の回路 
・ バスパワーモード(3.3V)時の回路 
・ バスパワーモード(5.0V)時の回路 

 

2. はじめに 

この資料で説明する応用例は、次のマイコンでの利用に適用されます。 
 
  ・マイコン : M16C/6C グループ 

 
本アプリケーションノートは、上記グループと同様の SFR(周辺機能制御レジスタ)を持つ M16C ファミリ

マイコンでも使用できます。ただし、一部の機能を変更している場合がありますのでユーザーズマニュアル

で確認してください。 
本回路例は、参考回路であり、全てのシステムで動作保障するものではありません。 
必ず、お客様のシステムにおかれまして十分なご評価を実施して頂きますようお願いいたします。 

RJJ05B1554-0100  Rev.1.00  Page 1 of 10 
2010.05.31  



M16C/6C グループ USB 機能 外部回路例 

3. セルフパワーモード(3.3V)時の回路例 

図 3.1にセルフパワーモード(3.3V)時の回路例を示します。 
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図 3.1  セルフパワーモード(3.3V)時の回路例 
 

この回路例で使用する時は、次のようにレジスタを設定してください。 
・USBMC レジスタの PXXCON ビット：“1”(VDDUSBE ビット有効) 
・USBMC レジスタの VDDUSBE ビット：“0”(UVCC 入力端子入力可能) 
・USBCTLR レジスタの PWMD ビット：“0” (セルフパワーモード) 
 
セルフパワーモード(3.3V)時の回路の注意事項を以下に示します。下記の(1)～(8)は、図 3.1の(1)～(8)の箇

所と対応しています。 
 

(1) D+/D-ラインの直列抵抗 
D+/D-ラインの直列抵抗は 27Ωを接続してください。また、できるだけ M16C/6C の近くに接

続してください。 
 

(2) D+/D-ラインの配線 
D+/D-ラインは差動インピーダンス 90Ωで配線することを推奨します。 
インピーダンスを合わせるのが困難な場合、D+/D-ラインを近づけ、できるだけ等長で配線し

てください。また、ノイズ源となる信号の近くには配線しないでください。 
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(3) D+/D-ラインのノイズ対策 
外部からのサージおよび ESD ノイズ対策が必要な場合、サージ保護ダイオード等で保護して

ください。 
配線遅延の対策でコイルを使用する場合は波形を乱さないよう十分注意してください。 

 
(4) UVCC 端子のバイパスコンデンサ 

高周波ノイズが大きい場合は、発生している高周波に合わせてバイパスコンデンサを接続して

ください。 
 

(5) ATTACH 端子 
配線は、できるだけ短くしてください。引き回さないようにしてください。 

 
(6) VBUS ラインの配線 

VbusDTCT 端子が“L”になると USB モジュールは Powered ステートに初期化されます。こ

のため、ノイズが入らないように配線のレイアウト等に注意してください。 
 

(7) VBUS ラインのコンデンサ 
1～10μF のコンデンサを接続してください。VBUS ラインには、USB ケーブル接続時にイ

ンピーダンスの不整合によって、オーバーシュートが発生する場合があるため、フィルタ回路を

設けてください。 
 

(8) USB コネクタのシールド 
コネクタシールドは、筐体 GND または、システム GND に接続してください。 
ノイズが大きく、システムに悪影響を及ぼす場合、電源用コイル等で対策してください。 
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4. セルフパワーモード(5.0V)時の回路例 

図 4.1にセルフパワーモード(5.0V)時の回路例を示します。 

M16C/6C

VCC1

ATTACH

VbusDTCT

UVCC

D+

D-

VBUS

D+

D-

GND

1kΩ

1.0μF

27Ω

27Ω

1.5kΩ

0.33μF

(1)

シールド

(4)

(5)

(6)

(6)

(8)

(1)
、(2) (3)

、(2) (3)

5.0V

～1.0μF 10μF(7)

 

図 4.1  セルフパワーモード(5.0V)時の回路例 
 

この回路例で使用する時は、次のようにレジスタを設定してください。 
・CM1 レジスタの CM14 ビット：“0”(125kHz オンチップオシレータ発振) 
・USBMC レジスタの PXXCON ビット：“1”(VDDUSBE ビット有効) 
・USBMC レジスタの VDDUSBE ビット：“1”(USB 用内部電源 3.3V 供給) 
・USBCTLR レジスタの PWMD ビット：“0” (セルフパワーモード) 
 
セルフパワーモード(5.0V)時の回路の注意事項を以下に示します。下記の(1)～(8)は、図 4.1の(1)～(8)の箇

所と対応しています。 
 

(1) D+/D-ラインの直列抵抗 
D+/D-ラインの直列抵抗は 27Ωを接続してください。また、できるだけ M16C/6C の近くに接

続してください。 
 

(2) D+/D-ラインの配線 
D+/D-ラインは差動インピーダンス 90Ωで配線することを推奨します。 
インピーダンスを合わせるのが困難な場合、D+/D-ラインを近づけ、できるだけ等長で配線し

てください。また、ノイズ源となる信号の近くには配線しないでください。 
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(3) D+/D-ラインのノイズ対策 
外部からのサージおよび ESD ノイズ対策が必要な場合、サージ保護ダイオード等で保護して

ください。 
配線遅延の対策でコイルを使用する場合は波形を乱さないよう十分注意してください。 

 
(4) UVCC 端子のバイパスコンデンサ 

USB 用内部電源を使用する場合は、UVCC 端子と VSS 端子間に 0.33μF のバイパスコンデン

サを最短距離でかつ、比較的太い配線を使って接続してください。 
 

(5) ATTACH 端子 
配線は、できるだけ短くしてください。引き回さないようにしてください。 

 
(6) VBUS ラインの配線 

VbusDTCT 端子が“L”になると USB モジュールは Powered ステートに初期化されます。こ

のため、ノイズが入らないように配線のレイアウト等に注意してください。 
 

(7) VBUS ラインのコンデンサ 
1～10μF のコンデンサを接続してください。VBUS ラインには、USB ケーブル接続時にイ

ンピーダンスの不整合によって、オーバーシュートが発生する場合があるため、フィルタ回路を

設けてください。 
 

(8) USB コネクタのシールド 
コネクタシールドは、筐体 GND または、システム GND に接続してください。 
ノイズが大きく、システムに悪影響を及ぼす場合、電源用コイル等で対策してください。 
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5. バスパワーモード(3.3V)時の回路例 

図 5.1にバスパワーモード(3.3V)時の回路例を示します。 
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図 5.1  バスパワーモード(3.3V)時の回路例 

 

この回路例で使用する時は、次のようにレジスタを設定してください。 
・USBMC レジスタの PXXCON ビット：“1”(VDDUSBE ビット有効) 
・USBMC レジスタの VDDUSBE ビット：“0”(UVCC 入力端子入力可能) 
・USBCTLR レジスタの PWMD ビット：“1”(バスパワーモード) 
 
バスパワーモード(3.3V)時の回路の注意事項を以下に示します。下記の(1)～(8)は、図 5.1の(1)～(8)の箇所

と対応しています。 
 

(1) D+/D-ラインの直列抵抗 
D+/D-ラインの直列抵抗は 27Ωを接続してください。また、できるだけ M16C/6C の近くに接

続してください。 
 

(2) D+/D-ラインの配線 
D+/D-ラインは差動インピーダンス 90Ωで配線することを推奨します。 
インピーダンスを合わせるのが困難な場合、D+/D-ラインを近づけ、できるだけ等長で配線し

てください。また、ノイズ源となる信号の近くには配線しないでください。 
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(3) D+/D-ラインのノイズ対策 
外部からのサージおよび ESD ノイズ対策が必要な場合、サージ保護ダイオード等で保護して

ください。 
配線遅延の対策でコイルを使用する場合は波形を乱さないよう十分注意してください。 
 

(4) UVCC 端子のバイパスコンデンサ 
高周波ノイズが大きい場合は、発生している高周波に合わせてバイパスコンデンサを接続して

ください。 
 

(5) ATTACH 端子 
配線は、できるだけ短くしてください。引き回さないようにしてください。 
 

(6) VBUS ラインのノイズ対策 
VbusDTCT 端子が“L”になると USB モジュールは Powered ステートに初期化されます。こ

のため、ノイズが入らないように配線のレイアウト等に注意してください。 
ノイズが抑えられない場合、RC 回路、または、フィルタ部品などで対策してください。 
 

(7) VBUS ラインのコンデンサ 
1~10μFのコンデンサを接続してください。ただし、USBコネクタのVbus端子及び、M16C/6C

の VbusDTCT 端子から見た全容量が 10μF を超えないように注意してください。 
[VBUS から使用できる電流] 
・ケーブル接続から Configured ステートまで   最大 100mA 
・Configured ステート      最大 500mA 
・サスペンドステート 

リモートウェイクアップ許可時    最大 2.5mA 
リモートウェイクアップ非許可時   最大 500μA 

(Set_Configuration コマンドを受信すると Configured ステートへ移行する) 
上記は参考値であり、実際の値は使用する部品に依存します。 
サージ対策が必要な場合、別途対策部品を追加してください。 
 

(8) USB コネクタのシールド 
コネクタシールドは、筐体 GND または、システム GND に接続してください。 
ノイズが大きく、システムに悪影響を及ぼす場合、電源用コイル等で対策してください。 
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6. バスパワーモード(5.0V)時の回路例 

図 6.1にバスパワーモード(5.0V)時の回路例を示します。 
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図 6.1  バスパワーモード(5.0V)時の回路例 
 

この回路例で使用する時は、次のようにレジスタを設定してください。 
・CM1 レジスタの CM14 ビット：“0”(125kHz オンチップオシレータ発振) 
・USBMC レジスタの PXXCON ビット：“1”(VDDUSBE ビット有効) 
・USBMC レジスタの VDDUSBE ビット：“1”(USB 用内部電源 3.3V 供給) 
・USBCTLR レジスタの PWMD ビット：“1”(バスパワーモード) 
 
バスパワーモード(5.0V)時の回路の注意事項を以下に示します。下記の(1)～(9)は、図 6.1の(1)～(9)の箇所

と対応しています。 
 

(1) D+/D-ラインの直列抵抗 
D+/D-ラインの直列抵抗は 27Ωを接続してください。また、できるだけ M16C/6C の近くに接

続してください。 
 

(2) D+/D-ラインの配線 
D+/D-ラインは差動インピーダンス 90Ωで配線することを推奨します。 
インピーダンスを合わせるのが困難な場合、D+/D-ラインを近づけ、できるだけ等長で配線し

てください。また、ノイズ源となる信号の近くには配線しないでください。 

RJJ05B1554-0100  Rev.1.00  Page 8 of 10 
2010.05.31  



M16C/6C グループ USB 機能 外部回路例 

RJJ05B1554-0100  Rev.1.00  Page 9 of 10 
2010.05.31  

(3) D+/D-ラインのノイズ対策 
外部からのサージおよび ESD ノイズ対策が必要な場合、サージ保護ダイオード等で保護して

ください。配線遅延の対策でコイルを使用する場合は波形を乱さないよう十分注意してください。 
 

(4) UVCC 端子のバイパスコンデンサ 
USB 用内部電源を使用する場合は、UVCC 端子と VSS 端子間に 0.33μF のバイパスコンデン

サを最短距離でかつ、比較的太い配線を使って接続してください。 
 

(5) ATTACH 端子 
配線は、できるだけ短くしてください。引き回さないようにしてください。 
 

(6) VBUS ラインの配線 
VbusDTCT 端子が“L”になると USB モジュールは Powered ステートに初期化されます。こ

のため、ノイズが入らないように配線のレイアウト等に注意してください。 
 

(7) VBUS ラインのコンデンサ 
1~10μFのコンデンサを接続してください。ただし、USBコネクタのVbus端子及び、M16C/6C

の VbusDTCT 端子から見た全容量が 10μF を超えないように注意してください。 
[VBUS から使用できる電流] 
・ケーブル接続から Configured ステートまで   最大 100mA 
・Configured ステート      最大 500mA 
・サスペンドステート 

リモートウェイクアップ許可時    最大 2.5mA 
リモートウェイクアップ非許可時   最大 500μA 

(Set_Configuration コマンドを受信すると Configured ステートへ移行する) 
上記は参考値であり、実際の値は使用する部品に依存します。サージ対策が必要な場合、別途

対策部品を追加してください。 
 

(8) VBUS ラインの注意点 
VBUS を電源にした場合、ノイズが混入する可能性があるので、マイコンの入力電圧が安定す

るよう回路を設計してください。また、USB 接続（アタッチ、デタッチ）による突入電流や ESD
から、VBUS を保護できるよう回路を設計してください。 

 
(9) USB コネクタのシールド 

コネクタシールドは、筐体 GND または、システム GND に接続してください。ノイズが大き

く、システムに悪影響を及ぼす場合、電源用コイル等で対策してください。 
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7. 参考ドキュメント 

M16C/6C ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.00 
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。) 
 
テクニカルアップデート/テクニカルニュース  
(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。) 
 

ホームページとサポート窓口 

ルネサス エレクトロニクスホームページ 
http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 
http://japan.renesas.com/inquiry 
csc@renesas.com 
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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